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・７月下旬から８月上旬にかけて高温・多日照に経過
したことで、穂の稔りが良く、作柄は「やや良」。
・平成６年産（作況指数１０６）以来の豊作となった。

作柄概況

１等米比率

※平成28年12月2日農水省公表

・「みずかがみ」は８月上旬の猛暑にかかわらず、過去最高の１等米比率となっている。
・一方、日本晴では、９月中旬以降の長雨の影響で刈遅れがみられ、胴割粒や穂発芽粒が発生したため、
１等米比率が低下した。

（％）

※本年産、前年産何れも平成28年10月31日現在の速報値（農林水産省）

プレミアム「みずかがみ」の取組

◆取組状況
・「みずかがみ」のブランド力向上と販路の拡大を目指して、整粒歩合８０％以上・食味値８０点以上の基準
を満たす「みずかがみ」を「プレミアム米」として販売する取組み。
・全農しがをはじめ、県内ＪＡや集荷事業者の一部で取り組まれている。
・県では、本年度から、こうしたプレミアム「みずかがみ」のうち、生産者から買取集荷された数量に対し、
６０キログラム当たり２００円を集荷業者に補助している（みずかがみプレミアム集荷支援事業）。

（トン）

◆販売の状況
・生産者からの買取価格は、全農しがが取り扱う品種のなかで最も高い価格になっている。
・一般の「みずかがみ」とは異なる流通で、百貨店等への販売に向け卸業者等との交渉が行われている。

◆平成２８年産の取組実績（見込）

※このうち、県の補助対象数量は118トン（見込み）

全集荷数量 内プレミアム数量

全農しが 8,414 88 「みずかがみプレミアム８８」

ＪＡグリーン近江 3,800 6

(株)落庄商店 210 103 「ＴＨＥ　ＧＲＡＮＤ　みずかがみ」

商品名取組主体
みずかがみ


